
毒量発行愛媛県喜多郡長浜町役場 著書昭和初年ii月四日発行20日号隅 a エヒメコープ蕊岬蜘言電 (2)1111番 z 編集…文書広報課

主当「
f司

望値

みに
か

け

て

十
二
月
は
ミ
カ
シ
出
荷
も
最
盛
期
、
入
手
不
足
で
ホ
コ
の
手
も
借
り
た
い
生
産
農
家
。

昨
年
は
決
定
的
な
豊
作
貧
之
の
汚
名
を
か
ぶ
っ
た
ミ
カ
シ
。
今
年
は
裏
年
で
は
あ
る
が
、
長

浜
町
で
は
昨
年
の
九

O
軒
、
約
千
三
百
五
十
J
の
出
荷
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ミ
カ
シ
の
質
も

良
好
と
か
・
:
。
「
こ
と
し
こ
そ
は
よ
い
値
で
:
・
」
:
:
:
ハ
サ
ミ
の
先
々
ま
で
、
た
だ
そ
れ
だ
け

の

願

い

が

こ

も

る

。

(

写

真

は

黒

田

で

)



事翠翠霊墾騒怒雄都器融棋雑盟甜判明描吾溢鎧盤論議翠堅議接競穣藩語量輸事臨場時詰騨輔自世毒菌時持晶画誕単結嵩離強揖昌信醤静輯踏出瞳蝉輪開枇語障斡韓議輔臨議論塑盤整選翠函

商f古経営診断から問題点を探る

我
が
国
の
経
済
は
、
昭
和
二
一
十
年
代

に
目
ざ
ま
し
く
発
展
し
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
反
面
、
過
密
現
象

と
、
過
疎
現
象
と
が
現
わ
れ
、
昭
和
四

i
年
代
に
入
つ
て
は
、
更
に
拍
車
を
か

け
た
形
と
な
り
、
そ
の
波
は
、
当
町
に

も
押
し
与
せ
て
き
ま
し
た
。

当
町
の
人
口
は
、
合
併
し
た
当
時
に

は
、
二
万
三
百
人
で
し
た
が
、
今
で
は

一
万
四
千
余
人
に
減
少
し
ま
し
た
。

工
業
開
発
に
あ
っ
て
も
、
観
光
開
発

に
お
い
て
も
、
そ
し
て
、
商
居
街
の
近

代
化
に
お
い
て
も
、
人
口
の
増
加
が
な

け
れ
ば
、
後
退
化
し
た
町
と
化
す
こ
と

は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

か
つ
て
は
、
「
長
浜
L

と
い
え
ば
、

あ
の
「
長
浜
大
崎
」
と
、
イ
メ
ー
ジ
が

浮
ん
で
き
て
、
長
浜
の

ν
ン
ボ
ル
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
急
変
す
る
社
会
情
勢
下

に
あ
っ
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
も
消
え
か

け
ま
し
た
o

そ
し
て
、
次
に
生
ま
れ
た

も
の
は
、
南
予
開
発
の
拠
点
と
し
て
誕

生
し
た
と
こ
ろ
の
長
浜
臨
海
工
業
地
帯

で
す
。こ

こ
で
、
当
町
に
あ
っ
て
は
、

第

二
次
開
発
後
の
商
庖
街
」
を
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
六
十
年
に
は
、
当
町
の
人
口
は

約
三
万
人
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り

こ
の
時
点
に
、
長
浜
町
の
商
庖
街
は
、

ど
の
よ
う
な
姿
に
な
れ
ば
よ
い
の
か
、

と
い
う
問
題
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

先
般
、
当
町
に
あ
っ
て
は
、
愛
媛
県

中
小
企
業
指
導
所
に
依
頼
し
て
商
庖
経

営
を
分
析
す
る
た
め
、
「
商
庖
経
営
診

断
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
報
告
書
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に

配
布
を
終
え
て
い
ま
す
の
で
、
周
知
の

と
お
り
で
す
が
、
つ
ぎ
に
、
い
く
つ
か

の
問
題
点
を
掲
げ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず

現
状
で
は
、

1
、
商
勢
閣
の
人
口
が
少
な
く
国
鉄

駅
と
の
接
続
が
悪
い
。

2
、
商
庖
街
の
中
に
非
居
舗
が
多

-
V
 

3
、
看
板
の
な
い
庖
が
多
い
。

4
、
外
か
ら
の
見
通
し
が
悪
い
。

5
、
経
営
者
は
、
他
地
域
の
価
格
を

よ
く
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、U

，，
ノ
6，

J

凸，。。、

E
札
販
売
、
割
引
販
売
の
タ
イ

ミ
ン
グ
の
検
討
。

7
、
商
品
の
配
列
、
商
品
構
成
、

ν

ョ
l
ヶ
l
ス
の
活
用
の
仕
方
が
た

3
'

内入、。

b
d
争
十
河
、

hv

8
、
経
営
に
対
す
る
考
え
が
、
消
極

的。

?
、
改
装
実
施
率
が
ひ
く
い
。

叩
、
回
転
率
の
低
い
商
品
の
切
捨
て

な
ど
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

汁
、
大
型
府
へ
の
対
策
が
弱
い
。

也
、
陳
列
の
方
法
に
訴
求
力
が
な

、。、v
旬
、
商
活
低
金
休
の
統
一
美
観
が
な

、O、U

リ
叫
川
、
木
町
通
り
が
県
道
と
な
つ
て
い

る
の
で
、
大
型
車
が
通
り
、
目
貝
物

の
場
と
し
て
は
、
不
適
で
あ
る
。

以
上
の
問
題
点
以
外
に
も
、
多
く
指

適
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都
令
L
L

省
略
し
ま
す
。

そ
し
て
、
対
策
の
面
で
は
、

ー
、
回
転
率
の
低
い
一
山
川
口
四
の
切
捨
て

な
ど
を
お
こ
な
う
。

2
、
商
品
の
配
列
、
商
品
の
構
成
の

ν
ョ
!
ヶ
l
ス
の
活
用
な
ど
の
配

慮
を
し
、
在
庫
を
規
制
す
る
0

3
、
改
装
実
施
率
を
た
か
め
る
。

4
、
組
織
の
整
備
。

5
、
共
同
事
業
の
推
進

0

6
、
両
府
街
の
存
在
を
知
ら
す
標
識

の
整
備

0

7
、
同
業
者
聞
の
調
整
。

8
、
外
装
看
板
の
統
一
的
整
備
。

ヲ
、
個
別
自
舗
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。

旬
、
商
庖
街
の
訴
求
力
主
同
め
る
集

家
機
能
の
向
上
を
は
か
る
。

什
、
各
屈
が
、
い
っ
せ
い
に
あ
る
種

の
商
品
に
つ
い
て
、
一
定
量
だ
け

市
価
よ
り
安
く
し
、
顧
客
の
愛
顧

に
こ
た
え
誘
引
を
は
か
る
。

也
、
接
客
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は

か
る
o

な
ど
の
点
が
指
適
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
挙
に

は
解
決
で
き
ま
せ
ん
が
、
臨
海
工
業
と

あ
い
ま
っ
て
、
商
府
街
の
問
題
を
解
決

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
る
専
門
家
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、

そ
の
町
が
、
近
代
化
し
て
い
る
か
、
そ

れ
と
も
、
さ
び
れ
て
い
る
か
の
目
安
は

そ
の
町
の
喫
茶
屈
に
入
っ
て
見
れ
ば
す

く
わ
か
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
入
り
や
す
く
、
出
や
す

い
自
に
な
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

く秋の白滝商庖街>まず商庖街というイメー

ジづくりのスタートが撃まれるのでは・



六
年
四
月
一
け
に
五
十
五
歳
を
こ
え
、
誰
れ
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
ま
る
よ
う

現
在
、
六
」
j

七
、
八
、
九
歳
台
の
老
人
に
な
り
ま
し
た
。

に
も
年
金
を
支
給
し
よ
う
と
い
ラ
も
の
こ
れ
で
、
よ
り
多
い
年
金
が
受
げ
ら

で
、
昭
和
四
卜
九
伍
一
月
か
ら
月
に
四
れ
刈
:
l
J
」
川
崎
一
っ
允
明
日
川
河
津
J

千
円
の
老
齢
特
別
給
付
金
が
支
払
わ
れ
一
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
〈
り
の
住
宅
資

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
受
給
資
格
の

金
貸
付
制
度
が
で
き
ま
し
た

あ
る
方
は
、
町
役
場
の
国
民
年
金
係
に

γ

l

-

お
間
合
わ
せ
の
う
え
給
付
金
の
請
求
手
白
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を
建
て
た

続
を
し
て
て
く
だ
さ
い
。
り
改
築
し
た
り
、
建
売
住
宅
な
ど
を
購

②

2
級
障
害
福
祉
年
金
入
す
る
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
住
宅
資
金

の
貸
付
制
度
が
新
し
く
設
け
ら
れ
ま
し

障
害
福
祉
年
金
の
支
給
対
象
を
拡
げ
た
。
こ
の
資
金
を
借
り
ら
れ
る
の
は
、

て
、
二
級
障
害
の
人
に
も
障
害
福
祉
年
国
民
年
金
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と
。
ま

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
た
こ
の
加
入
(
被
保
険
者
)
期
間
が
五

支
給
さ
れ
る
年
金
の
叡
は
、
老
齢
一
宮
年
以
上
で
あ
っ
て
、
こ
の
資
金
の
貸
出

祉
金
と
同
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
去
し
を
申
込
ん
だ
時
か
ら
過
去
二
年
間
の

言

。

保

険

料

が

キ

チ

ン

と

納

め

て

あ

る

人

で

施

の

時

期

は

未

定

で

す

そ

れ

に

木

人

に

収

入

が

あ

る

こ

ん

と

(
九
月
二
十
五
日
現
在
)
さ
れ
、
そ
の
収
入
は
貸
付
金
の
初
回
返

4

済
額
の
五
倍
以
上
と
い
う
こ
と
に
沿
っ

未
納
保
険
料
の
特
例
納
付
が
一
て
い
ま
す
(
約
三
万
五
、
六
千
円
の
見

一
込
み
)

一

認

め

ら

れ

ま

す

一

貸

出

さ

れ

る

金

額

は

五

イ

万

円

。

返

済
期
間
十
年
。
元
金
均
等
返
済
で
、
利

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
め
ず
に
子
は
年
に
六
分
二
厘
(
六
・
二
%
)
。

二
年
間
を
経
過
し
た
も
の
は
、
そ
の
後
申
込
み
受
付
け
は
十
月
末
か
ら
住
宅
金

納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
連
前
融
官
庫
の
窓
口
で
行
な
わ
れ
て
い
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ふ
回
の
改
正
で
一

n

J

昭
和
四
十
九
年
一
月
か
ら
昭
和
五
十
年
一

2
2
f
1
2
i
i一

十
二
月
ま
で
の
二
年
間
に
限
っ
て
、
納
一

1

1

1

1

1

1

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
過
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

去
の
未
納
保
険
料
を
月
額
九
百
円
の
割
年
金
を
担
保
に
一
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。

未
納
保
険
料
(
，
民
町
平
正
一
昨
一
町
駅
、
払
ロ
ん
"
川
断
。
ル
川
町
計
五
七
一
川
寸
，

し
一
四
一
切
」

ωち
た
当
時
五
十
歳
か
ら
五
J
l
五
加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
明

会
に
納
付
し
て
γ

歳
↓
方
満
だ
っ
た
、
明
治
三
十
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
ハ

年
金
権
を
確
保
山
九
伍
四
月
二
日
か
ら
同
四
寸
日
ま
で
に
印
鑑
を
も
っ
て
役

し
ま
し
ょ
ラ
o

w

四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
場
年
金
係
ま
で
お
い
で
く
だ
パ

一
ケ
れ
た
人
た
ち
で
十
年
年
金
や
さ
い
保
険
料
は
、
昭
和
四
十
ハ

一
奥
さ
ま
も
所
一
》
五
年
年
金
に
旧
入
し
な
か
っ
五
年
六
分
月
か
ら
一
か
月
に
(

一

得

比

例

年

金

二

;

一

山

九

日

糊

部

…

問

一

ケ

一

五

年

年

金

」

加

入

を

再

開

)

~
川
町

i
J
C
い

最

後

の

チ

ャ

ン

ス

日

間
官
一
耕
一
哨
~
た
人
に
、
再
び
五
年
年
金
に
九
O
O円
の
割
で
納
め
る
山

あ
る
人
し
か
納
い
加
入
す
る
み
ち
が
聞
か
れ
ま
こ
と
に
な
り
、
き
ら
に
今
後
》

め
ら
れ
な
同
つ
川
し
た
。
た
だ
し
現
在
厚
生
年
昭
和
五
十
年
六
月
三
十
日
ま
い

た
も
の
で
打
が
貯
金
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
択
一
軒
尚
一
何
日
下
一
思
疎
唯
一

今
回
の
改
正
で
川
日
人
ゃ
、
老
齢
(
退
職
)
年
年
七
月
分
か
ら
五
年
年
金
が
れ

保
険
料
の
免
除
の
金
を
受
け
て
い
る
入
、
ま
ヒ
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
・

比
一
読
民
U
J
K浅
川
河
日
比
一
見
守
九
比
三
け
)
i
r
k
-
-

主
《
お
う
J

ぷ
《
事
訓
マ
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月8，0∞円だったものが

月4，500円だったもの!，/'I刊川町こ

月5，000円だっ

月2，50C円

月11，0∞円だったものが25，000円に 九 ! 日 : :': :. 

月8，800円だったものが 20，0ω円[ミ， \'.:~~.:>λ 

月8，4羽JO円fだごつたものが20，日q併d序中三よF主日:-，三日ペぺγ;乙
月1ω0，側(3叫年一9何ヰ年一二-叶金M済み制の場合削三た計Lめk均、 i立阿χ内=

月14，0∞(lC年 -WtUト金i斉みの場合)だヮたものが17，000円に

老 齢 年 余|月3，30C円だな二しめか:5，0∞fIl仁川川分古川 年金額が引上げられるとともに、新しく

老齢特別j 給付金 rrí{，州IPJ ぇ (4~ 司 1 t-i ';}/)り 2つの年金が支給されることになりました。

1級|市川町つf品川町制 I(48'tlO月分川 仁コこれまでの頼

障害 ヰ年J 金引12級叫vμ仰2吸魚僻障害許討万に4引nり7，日，ぷ5叫をけ引 (紬削月山Jよ附、

母刊押惜金叩準判母刊刑刊金到(ほ:t占品d机L砧町前i訂伺了fl円削4川川'訓測削円附だつた凶も川吋諭拘目司 l叫 州 川 山O問円分伽カ z空主ニ三竺之二三二三土竺
2千円 4 6 8 10 12 14 16 l8 20 22 24 26 

自
動
ス
ラ
イ
ド
制
に
・
-

物
価
が
上
が
っ
て
も
年
金
は
い
つ
ま

で
も
そ
の
ま
ま
と
い
う
の
で
は
、
年
金

の
意
義
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
自
動
ス
ラ
イ
ド
制
」
と

い
う
の
が
導
入
さ
れ
、
全
国
消
費
者
物

価
指
数
が
五
軒
を
超
え
て
変
動
す
れ
ば

そ
の
率
で
年
金
額
を
自
動
的
に
改
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に

2
つ
、
年
金
支
給
一

①
老
齢
特
別
給
付
金

谷
聞
の
老
人
に
月

4
干
阿
国
民
年

金
の
拠
出
制
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
で
、
し
か
も
満
七
十
歳
(
障
害
者
は

六
十
五
歳
)
に
な
る
ま
で
老
齢
福
祉
年

金
の
恩
恵
も
受
け
る
こ
と
の
で
ま
な

ー

↓

|

|

一

い

、

い

わ

ら
一
円
円
円
一
ゆ
る
国
民

h

旧

旧

旧

一

年

金
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国
民
年
金
制

度
の
改
正
法
案

が
、
こ
の
ほ
ど

国
会
で
成
一
立

し
、
年
金
給
付

額
の
大
幅
な
引

上
げ
、
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
の
導

入
、
五
年
年
金

の
再
加
入
を
は

じ
め
、
福
祉
年

金
の
支
給
制
限

緩
和
ゃ
、
二
級

傷
害
福
祉
年
金

の
支
給
、
老
齢

特
別
給
付
金
の

新
設
な
ど
、
内

容
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
お
し

ら
せ
し
ま
し
ょ

、ハノ。

拠 1 老齢年金(2拝掛金の分)

1所得比例年金

10 年年金

5 年年金

障害年金は竺
年| 同級

母子年金・準母子年金遺児年金

死亡一時金金

出

福

祉

年

金
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1口月定開会

長
浜
町
議
会
十
月
定
例
会
は
、
二
十
八
日
に
聞
か

れ
、
一
般
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正

な
ど
、
十
三
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
る
と

と
も
に
、
陳
情
IX書
一
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
、
今
回
は
五
人

の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
合
わ
せ
て
二
十
六
件
の
質

問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
お
も
な
も
の
の

内
容
は
次
の
と
お
り
。

二
次
麗
構
補
助
金
、

人
権
費
な
ど
補
正

的
収
入
に
百
七

1
八
万
四
千
円
、
同
支

出
に
三
十
四
万
二
千
円
、
資
本
的
収
入

に
二
千
五
百
七
十
八
万
八
千
円
、
同
支

出
に
二
千
七
百
三
十
六
万
八
千
円
が
補

正
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
お
も
な
使
い
み
ち

一
般
会
計
リ
喜
多
灘
地
区
第
二
次
農

ぅ
。
私
ど
も
も
努
力
を
払
っ
て
ゆ
き
た

い
・
・
・
町
長
。

休
耕
田
窪
旧
対
策

の
名
案
示
せ

質
問
世
界
の
食
糧
情
勢
の
変
化
に

と
も
な
い
休
耕
国
も
今
年
で
終
り
と
聞

い
て
い
る
が
、
山
間
地
の
水
田
の
復
旧

は
な
か
な
か
む
つ
か
し
い
し
、
ま
た
地

目
変
換
を
す
る
に
も
周
辺
地
区
の
同
意

が
な
い
と
実
施
で
き
な
い
と
い
っ
た
よ

う
な
事
態
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
ま
で
生

産
調
墜
に
協
力
し
て
を
た
者
が
不
利
益

を
こ
う
む
ら
な
い
よ
う
な
名
案
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
:
大
本
。

答
弁
長
浜
町
の
場
合
の
生
産
調
整

業
構
造
改
善
事
業
の
補
助
金
に
約
八
千

万
円
。
人
事
院
勧
告
に
よ
る
公
務
員
給

与
改
正
に
と
も
な
う
町
職
員
な
ど
の
人

権
費
(
引
上
げ
分
)
約
四
千
万
円
。
小

浦
地
区
公
営
住
宅
建
設
に
と
も
な
う
汚

水
処
理
場
建
設
工
事
費
と
祈
打
ち
工
事

費
二
千
三
百
三
十
万
円
。
同
地
区
住
宅

個
弛
用
の
公
有
財
産
購
入
費
六
百
二
十

万
円
。
喜
多
灘
小
学
校
講
堂
の
移
転
及

び
補
修
費
三
百
七
十
万
円
。
水
場
及

び
別
府
(
豊
茂
)
地
区
の
が
け
く
ず

れ
防
災
工
事
費
百
七
十
四
万
円
。
林
業

振
興
の
た
め
の
間
伐
対
策
事
業
費
の
補

助
金
約
百
六
十
七
万
円
。
ヘ
オ
水
ろ
う

屋
根
ふ
き
怠
甘
え
費
五
十
一
万
円
。
長
浜

共
同
墓
地
(
山
際
)
の
は
な
し
ば
捨
場

工
場
費
二
か
所
分
十
六
万
五
千
円
。
救

急
車
タ
ン
カ
ー
の
ス
ラ
イ
ド
式
改
修
費

十
万
円
。
野
犬
捕
獲
箱
購
入
費
八
万
円

は
希
望
者
に
限
っ
た
自
然
的
な
す
す
め

方
で
実
施
し
て
き
た
結
果
、
総
調
整
面

積
は
六
十
七
か
で
、
こ
の
う
ち
十
七
か

が
単
純
休
耕
と
な
っ
た
。
四
十
九
年
度

か
ら
単
純
休
耕
は
廃
止
さ
れ
る
が
、
こ

の
十
七
か
の
う
ち
山
間
部
に
つ
い
て
は

山
林
に
転
換
し
て
ゆ
く
よ
う
指
導
し
て

ゆ
ぎ
た
い
。
ま
た
、
平
坦
部
に
つ
い
て

は
、
そ
菜
園
芸
を
実
施
し
て
ゆ
く
こ
と

が
一
番
現
実
的
と
い
う
こ
と
で
現
在
も

指
導
し
て
い
る
-
:
町
長
。

舗
装
つ
づ
け
る
か

部
落
連
絡
道

質
問
町
内
部
落
連
絡
道
路
の
舗
装

は
、
来
年
度
も
今
年
度
同
様
お
こ
な
う

今
一
議
会
で
の
一
般
質
問
は
、

大
本
春
明
、
堤
疋
和
、
塚
木
弘

な
ど
。

特
別
会
計
ー
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
公
務

員
給
与
改
正
に
と
も
な
う
町
職
員
の
人

権
費
。な

お
、
今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計

予
算
の
累
計
は
十
七
億
二
百
三
万
六
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
し
や
す
く
な
る

町
体
1
1民
町
会
館
の

i
l
j

育
館

l
i
-
-別
名
設
け
て
し

町
民
会
館
条
例
と
い
》
つ
も
の
が
ー
新
し

く
設
け
ら
れ
長
浜
町
体
育
館
兼
中
央
一
公

民
館
は
、
十
月
一
二
十
日
か
ら
「
町
民
会

と
館
」
と
い
う
別
名
を
兼
ね
、
こ
の
条
例

U
場
に
基
づ
い
て
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

成
捨
自
由
な
利
用
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

完
は
し
た
。

で
し

算
な
と
れ
は
、
従
来
の
町
体
育
館
又
は

予
は
中
央
公
民
館
と
い
う
条
件
の
も
と
で
は

た
の
ヒ

t

れ
地
主
会
教
育
法
な
ど
に
よ
り
利
用
が
厳
し

さ
墓
〈
制
限
さ
れ
、
住
民
の
希
望
に
そ
う
よ

正
際
う
な
利
用
が
で
ま
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

補
山
こ
の
条
例
が
設
け
ら
れ
た
も
の
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
公
の
秩

序
を
み
だ
し
た
り
、
善
良
な
風
俗
を
害

す
る
な
ど
の
お
そ
れ
が
な
い
限
り
は
、

政
治
、
宗
教
な
ど
を
問
わ
ず
自
由
に
伎

か
;
穴
本
。

答
弁
順
次
末
端
ま
で
舗
装
し
て
ゆ

き
た
い
:
町
長
。

二
次
開
発
踏
み

切
る
べ
き
で
は
:

質
問
議
会
も
改
選
さ
れ
、
町
民
の

意
志
も
見
え
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
二

次
開
発
に
踏
み
切
る
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
提
。

答
弁
現
在
は
、
や
る
と
か
や
ら
な

い
と
か
を
決
め
る
時
期
で
は
な
く
て
、

二
次
開
発
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
一
体
ど
う
い
う
も
の
を
誘
致
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
ど
こ
え
ど
の
程
度
の

も
の
を
つ
く
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
れ
は

用
で
会
¥
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
職
員
の
給
与
条
例

な
ど
改
正

議
員
報
酬
も
引
上
げ

長
浜
の
町
職
員
、
町
三
役
、
教
育
長

の
給
与
関
係
条
例
の
ほ
か
、
長
浜
町
議

会
議
員
な
ど
の
報
酬
な
ど
の
支
給
に
関

す
る
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

町
職
員
の
給
与
は
、
人
事
院
勧
告

に
よ
る
国
家
公
務
員
の
給
与
改
正
に
順

じ
て
、
今
何
i

の
四
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
引
を
上
げ
て
支
給
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
、
そ
の
平
均
引
上
げ
率
は

一
ム
ハ
・
六
七
軒
。

三
役
、
数
育
長
の
給
与
は
こ
の
改
正

に
よ
り
、
月
額
町
長
二
十
五
万
円
、
助

役
二
十
一
万
円
、
教
育
長
十
七
万
円
。

議
員
報
酬
は
十
月
一
日
か
ら
月
額
議

長
七
万
円
、
副
議
長
五
万
五
千
円
、
議

員
五
万
円
。

畏
小
ブ

l
ル
建
設

陳
情
文
書
採
択

長
浜
小
学
校
長
と
同
校
P
T
A
会
長

か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
長
浜
小
学
校

の
プ
ー
ル
建
設
に
つ
い
て
」
の
陳
情
文

書
一
件
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
ご
ろ
実
施
し
て
ゆ
く
の
か
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
検
討
し
て
ゆ
く
時
期

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

基
本
構
想
は
方
向
づ
け
が
で
き
て
い

る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
基
本
計
画

を
つ
く
る
上
で
必
要
な
調
査
研
究
を
や

っ
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

う
い
う
も
の
の
白
ー
か
ら
実
施
の
可
能
性

町
民
の
合
志
、
漁
業
補
償
の
見
と
お
し

な
ど
が
展
開
す
る
中
で
実
施
計
回
に
ス

テ
ッ
プ
し
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
思
う
の

で
、
こ
れ
を
基
本
姿
勢
に
積
梅
的
に
取

り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
・
:
町
長
。

老
朽
住
宅

払
い
下
げ
て
は



闇
質
問
主
朽
化
し
て
い
る
住
宅
を
払
古
い
も
の
の
美
、
大
ぜ
い
の
生
徒
、
充

瑠
い
下
げ
て
ほ
と
ラ
か
-
e
堤

。

実

し

た

先

生

の

配

置

な

ど

の

内

容

に

つ

髄
答
弁
主
旨
に
は
同
感
で
、
住
宅
が
い
て
の
差
は
否
定
で
き
な
い
が
、
教
育

離
古
く
な
る
と
骨
浬
に
も
質
問
が
い
る
の
設
備
そ
の
も
の
と
か
教
育
内
容
に
お
い

司
一
で
、
で
き
る
だ
け
処
分
し
た
方
が
よ
い
℃
格
差
が
あ
る
と
は
オ
え
て
い
な
い
。

離

と

考

え

る

。

こ

れ

で

不

満

で

あ

る

の

な

ら

早

急

に

続

置
し
か
し
、
引
山
心
公
営
住
宅
住
で
は
合
さ
れ
る
べ
き
ど
と
考
え
る
:
町
長
。

ヨ
耐
用
年
数
が
き
た
陵
階
で
国
へ
払
下
げ
再
質
問
設
備
の
格
差
は
な
い
と
い

乞
を
市
申
請
し
て
認
め
ら
れ
た
吻
件
だ
け
が
わ
れ
た
が
、
町
の
あ
る
重
要
な
ボ
只
ト

謹
払
一
ト
げ
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
の
人
、
指
導
的
立
場
の
人
の
こ
と
ば
の

匂
で
、
こ
の
点
御
理
解
い
た
だ
ぎ
た
い
・
:
中
に
、
「
出
海
中
学
校
は
統
合
し
な
い

立

町

長

。

か

ら

-

設

備

は

た

い

て

い

で

よ

い

」

と

い

盟

格

差

怠

ノ

¥

せ

う

よ

う

な

こ

と

ば

が

出

て

い

る

こ

と

に

三

不

満

を

ち

っ

て

い

る

o

こ
の
こ
と
乞
と

~

山

山

海

中

ミ

ラ

考

え

る

か

:

・

塚

木

。

E

質
問
出
海
中
笠
松
の
教
育
設
備
は
答
弁
ど
う
い
う
よ
う
な
人
が
ど
う

翻
長
浜
中
学
校
に
比
べ
て
少
し
欠
け
て
い
い
う
よ
う
な
こ
と
を
一
円
っ
た
か
私
の
知

週
る
と
い
一
つ
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
出
海
ゐ
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
統
合
を
し
な

し
一
中
学
校
と
し
て
存
続
さ
れ
て
い
る
限
り
い
か
ら
ま
ま
子
に
す
で
」
か
¥
特
定
な

立
は
そ
の
事
実
に
立
っ
て
長
荻
中
学
校
な
考
え
万
や
白
方
を
す
る
な
ど
と
い
十
六

と
み
に
V
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
た
い

Q

そ
の
そ
れ
た
と
と
は
全
く
考
え
て
い
一
ぱ
い
の
一

軍

考

え

は

?

・

:

塚

木

。

で

、

誤

訳

u

を
と
い
て
い
た
だ
き
た
い

匿
答
弁
山
市
北
日
円
以
踏
の
新
し
い
も
(
り
と
町
長
。

ふ
ろ
的
火

揮
。
宅
取
打
ピ
ヨ
勢

調
必

6
2
G
J
J
C
#
4

f
y
J

子
ど
も
の

fu

火
遊
び

み
t
タ
最
近
で
は
火
災
発
ん
い
」
に

V
1

甲

l

i

ズ
シ
は
な
く
な
っ
た
と
も
い
わ

も
れ
ま
す
が
、
と
は
い
っ
て
も
や

/
に
ほ
り
冬
は
普
段
に
比
べ
て
火
を

w

扱
う
数
が
グ
シ
と
増
え
る
た
め

念
書
偽
そ
の
危
険
法
が
多
く
な
り
ま

h
F

過

E
臨
す
。
火
災
予
防
の
注
意
長
は
、

員
、
司
二

a
f

「
火
災
ほ
人
災
」
で
あ
る
と
い

i
f
/
¥
「

f
j

う
と
と
を
よ
〈
日
党
し
て
い
れ

伊

γ
U
E…1
一
ば
、
お
の
ず
と
注
意
が
払
わ
れ

軍
寸
む
川
、
川
V
L

る
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す

ふ

白

え

j

そ
こ
で
、
左
足
、
退
去

F

、P
帯
つ
バ

ie

を
ふ
り
返
り
今
後
に
気
を
出
る

名
品
j

一
J

意
味
ベ
¥
昭
和
凹
十
四
年
か
ら

喜
d
J

今
年
十
月
末
日
ま
で
の
尿
因
別

夕

、

火

災

発

生

状

況

と

火

災

先

生

の

国

F

際
の
お
互
い
の
反
古
川
を
ま
と

A
d

ノ

め

て

み

ま

し

た

。

.";ろの火は、そのはとんとがマさその火。たき口ヰ

離れないように わたろ IJ 辺は笠珪l'冬とんを

劉煙突の火の粉は、そうじを怠ったためによ る も の

原因別発生件数 が 多い。こわれた煙突は今すぐ修締ι 主f 、煙

突と家の車干とい:間隔[土 fごいじよう J、で Jか。

ロ親の知らぬ[副に、あなたの「ど t くj生ぴ ヮて

こともー‘日ごろから、よく注さを。

区し いたけ乾燥機器による火災かJ甘えています。

9 

関E
基
、
新
措
己
、
頼
永
一
夫
の
各

議
員
が
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し

た。

進
ん
で
い
る
の
か

函
道
昇
格

質
問
松
山
大
刀
瀬
戸
内
線
国
道
昇

格
実
現
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
進
ん
で

い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
計
ら
っ
て
い
る
か
j
塚
本
。

答
弁
こ
の
と
と
は
煩
誌
に
進
ん
で

い
る
。
県
一
卜
で
国
道
昇
格
候
補
m
y
Mは

五
線
出
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
本
以

は
ト
ッ
プ
に
上
が
っ
て
お
り
、
知
事
や

土
木
部
長
ら
と
の
脅
山
口
見
交
換
の
中
一
七
、

品
優
先
芯
線
と
し
て
民
り
ま
と
め
て
あ

る
。
し
か
し
国
道
昇
格
と
い
可
の
は
、

国
道
求
訴
へ
一
と
い
う
ム
一
山
台
経
な
げ
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
会
は
不
定
期
開
催
で

四
十
八
市
町
一
は
開
会
さ
れ
た
い
が
、
四

l

九
年
度
に
は
開
会
さ
れ
る
予
定
だ
。

こ
の
路
線
は
い
か
肥
反
対
が
あ
っ
て
も

間
近
に
昇
格
さ
せ
る
の
で
心
配
は
い
ら

た
い
;
・
町
長
。

封
筒
宕
尊
重
政

策
の
確
立
を

憲
法
に
定
め
ら
れ
た
労
働
手
ふ
ゐ

質
問

f牛2 件5 10件1 1件12 f'牛

法
を
叩
言
し
て
、
労
働
組
合
の
JH成
や
み
ム
!
わ
せ
て
意
欲
的
に
収
句
組
ん
で
み

1

出
動
を
援
助
ず
る
政
策
を
早
急
に
確
立
た
い
:
町
長
。

す

べ

き

だ

と

恩

可

が

ど

う

か

・

新

。

開

発

基

本

構

想

嘉

答
弁
将
来
は
そ
う
い
う
よ
う
な
時

代

が

来

る

か

も

し

れ

な

い

が

、

現

時

点

糠

D
直

せ

る

か

で
は
、
そ
う
い
う
行
政
指
導
を
し
て
ゆ
質
問
昭
和
四
十
二
一
江
に
つ
く
ら
れ

く
さ
ノ
え
は
な
い
・
町
長
。
た
長
浜
町
の
開
発
基
一
ぃ
惇
恕
い
い
、
時
代

総
合
病
院
建
設
計
画
は
?
い
か
変
わ
一
つ
一
た
場
合
は
そ
の
案
を
練
り
直

質
問
総
合
流
民
建
設
社
画
。
有
無
す
と
い
う
よ
う
な
柔
軟
性
ぽ
あ
る
か
'

リ
入
は
試
案
を
示
さ
れ
た
い
。
財
政
が
豊
頼
永
一
。

か
に
な
っ
て
赤
字
を
出
さ
な
く
て
l

h

伝

答

弁

私

は

あ

役

た

の

考

え

方

と

む
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
き
る
と
い
?
は
逆
に
、
時
代
の
は
川
れ
が
早
け
れ
ば
早

の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
こ
の
赤
字
い
ほ
ど
長
期
的
な
も
の
の
引
で
計
百
を

を
ど
の
よ
ラ
に
克
服
し
な
が
ら
生
命
を
立
て
て
い
か
な
い
と
、
時
代
に
即
応
し

守
る
手
だ
て
を
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
と
た
具
体
定
と
い
う
も
の
は
生
ま
れ
な
い

こ
ろ
に
政
治
力
を
は
た
ら
か
す
べ
ぎ
で
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
浜
町
の

ほ

な

い

か

:

新

。

計

画

と

い

う

の

は

十

年

一

区

切

で

考

え

答
弁
総
論
に
は
同
感
だ
が
、
究
科
て
お
り
、
こ
れ
が
烹
し
い
と
考
え
る
。

す
べ
き
時
期
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
-
ね
こ
の
考
え
は
単
に
昇
、
浜
町
だ
け
で
は
な

政
酌
に
破
た
ん
を
き
た
さ
な
い
よ
う
健
く
、
例
え
ば
港
湾
の
整
備
を
み
て
も
最

全
財
政
の
中
で
計
画
処

mす
べ
き
だ
と
底
五
年
計
画
、
ま
た
、
今
話
題
の
新
幹

思
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
間
題
は
、
今
線
計
画
を
見
て
も
、
そ
の
体
勢
目
途
は

後
の
長
一
川
町
の
発
浸
状
態
な
ど
と
に
ら
同
和
六
十
年
で
あ
る
コ

消
防
車
や
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど

が
非
市
心
サ
イ
レ
ン
を
鳴
巴
し
て

来
た
と
き
は
、
通
行
人
や
通
行
車

は
ス
ム
ー
ズ
に
道
を
あ
け
、
一
刻

も
早
く
現
場
に
行
げ
る
よ
ヤ
つ
に
御

協
力
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
家
が

火
事
だ
っ
た
ち
、
を
っ
と
あ
な
た

も
一
刻
も
れ
十
ノ
¥
消
防
車
の
来
て
く

れ
る
の
を
待
ヨ
は
ず

-

a

O

ま
た
、
現
場
付
近
に
人
垣
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
、
道
路
や
通
路
は

必
ず
あ
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ー
発
見
か
ら
清
ま
で

i

く
り
返
す
な
問
題
点

J

」
れ
ま
で
の
火
災
発
生
の
院
の
問
題

点
を
振
り
返
る
と
、
次
の
よ
う
な
点
が

也
市
議
さ
れ
ま
す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

。

場

所

不

確

通

報

ど
と
の

O
じ
さ
ん
方
な
の
か
わ
か
ら

な
く
こ
凶
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

ず
J

。目
じ
る
し
に
な
る
も
の
を
い
い

添
え
る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
た

と
え
ば
よ
〈
知
ら
れ
て
い
る
建
物

や
施
設
、
知
名
人
の
名
前
な
ど

O
ヤ
3
7
マ
に
よ
る
消
酌
車

ω運
行
お
よ
び
叫
消
火
作
業

の
防
害

こ
の
こ
と
は
火
災
発
生
た
び
こ
と
の

問
題
ご
と
で
す
。

。
無
届
山
焼
香
、
大
焼
却

火
災
さ
な
が
ら
心
煙
が
出
、
大
陸
ぎ

す
る
と
と
が

L
ば
し
ば
あ
り
ま
し

た
。
広
い
範
囲
に
火
を
扱
っ
た

り
、
た
く
さ
ん
の
煙
を
出
す
物
を

焼
却
す
る
場
合
は
必
ず
消
防
本
部

(
役
場
総
務
課
内
)
へ
あ
ら
か
じ

b
連
絡
を
し
て
お
い
て
〈
だ
さ

、。、
h
v



あ
な
た
と
町
散
の
広
場

10月15日開図した声

の箱に 1通の投書がは

いっていましたので本

欄で取り上げました。

あなたも共に考えて

みてくださいね。

「
ゴ
ミ
落
ち
な
い
よ
う
に
:
:
:
』

無
記
名

声
・
ゴ
ミ
運
扱
車
が
、
木
ぎ
れ
、

土
、
石
こ
ろ
な
ど
を
落
し
て
通
り
、
大

変
迷
惑
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
車
へ
の
積
過
ぎ
、
包
装
不
良

ト罷密密塁率翠慈露盤軸盤 錨護臨鐙騨融関紳間糊7地幽

会費21500円以内に

料理の交渉発注は推進委員

公民館結婚規買IJを改正一一

璽

山
田
、
長
浜
町
中

央
公
民
館
の
運
営
審

議
委
員
会
が
開
か

れ
、
公
民
館
結
婚
の

改
善
に
つ
い
て
協
議

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
十

一
月
一
日
か
ら
下
記

の
と
お
り
規
則
が
改

め
ら
れ
た
。

①
こ
れ
ま
で
、
記

念
品
代
を
含
め

て
二
千
円
だ
っ

た
会
費
が
二
千

五
百
円
に
。

-

E

e

物
価
上
昇
な

レポー

ど
の
た
め
。

②
こ
れ
ま
で
、
当
事
者
が
お
こ
な
う

こ
と
に
な
っ
て
い
た
料
理
の
交
渉
発

注
、
出
席
者
の
受
付
従
事
は
、
結
婚
改

善
推
進
委
員
(
婦
人
会
か
ら
の
推
薦
者

凹
人
)
が
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
ま
ま
だ
と
規
定
会
費

以
上
に
よ
る
料
理
や
会
費
で
実
施
さ
れ

る
方
が
あ
り
、
真
の
結
婿
改
善
が
実
施

で
き
に
く
い
た
め
。

騒窓翠霊翠露翠盤函

過
去
を
み
て

現
在
を
考
え

未
来
を
豊
か
な
も
の
に

寸
i
造
船
所
な
ど
を
視
察
研
修

i
l一
日

日

U
H江
日

昨

日

さ

同

市

役

所

係

官

の

話

に

よ

る

と

…

一
l
i
-
-
M
1
1
1
1
1
1
A喜
一
一
回
モ
ニ
タ
ー

i
L

い
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
と
造
船
業
に
限
替
の
州
工
業
地
帯
か
ら
の
公
害
の
苦
情
)

つ
て
は
問
題
は
な
い
と
の
意
志
が
表
明
ま
過
去
一
皮
も
な
く
、
市
と
し
て
も
造

z

〈

り

日

j
村
山
目
、
長
浜
公
害
モ
ニ
タ
ー
坂
出
市
役
所
に
到
着
。
そ
こ
で
約
一
一
時
円
吉
む
持
懇
麟

(γ
ん

ξ
養
料
航
業
に
関
し
て
は
、
公
害
防
止
協
定
も
ハ

ヘ
は
、
一
泊
二
日
の
日
号
、
香
川
県
坂
問
、
造
船
所
操
業
に
と
も
な
ラ
大
気
汚

Z
Yぐ
緩
:
毛
£
一
品
結
ん
で
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

〉
出
市
の
「
番
の
州
工
業
地
帯
の
川
附
重
染
、
水
質
汚
濁
、
騒
音
振
動
な
ど
の
公
主
的
一
議
盤
…
-
M
U
M
S
)
)〕
〕
)
)
)
)
〉
)
)

川
主
工
業
苦

KKE坂E出E造船
需
所
」
;
と
、
同
県

5士志
UL害

高
問
題

Tと合
2わせ
宅
て
、
市

Eの
開
望
発
計
詰
画
一
円
渓
壬
主
プ

J~~~
己壬悦役主芯川吹応主J

ゴ将…伐刊亘J渓
ι三fム必♂;竺一ザバパ勺λぺ守一ぺ寸にV1鱗
:

玄

一説日杭詰詰出HU
肘制引計告刷臥む日劇釦目U計
叫
日
九
ヨ
ー
ヨ
ー
質
詩
を
お
伝
子
韓
関
町
目
前

1
1

7
i
d
o
-
-一

一
人
同
こ
の
あ
と
、
川
崎
電
工
業

KK古
川

口

一

ふ

一

一

三

民

八

万

i立
て
を
お
こ
な
っ
て
い
る
ハ

〈

行

。

造

船

所

を

、

環

境

係

長

の

説

明

を

受

け

巳

よ

弘

毅

鱒

欝

緩

鱗

州

現

場

を

視

察

し

た

o

ヘ
今
回
同
地
を
研
修
地
に
選
ん
だ
の
は
な
が
ら
午
後
五
時
ま
で
見
学
。
惑
の
白
川
一
一
一

viF欝
機
騒
総
議
香
長
浜
町
の
時
海
団
地
の
場
合
と
は
ま
山

~
長
浜
町
が
二
次
開
発
と
し
て
計
画
し
て
宿
舎
に
着
い
た
の
は
午
後
六
時
。
夕
食
三
一
日
?
撃
機
畿
の
っ
た
く
異
な
っ
た
造
成
工
法
で
あ
り
よ

1
1
1

川三
U

日
間
判
長
諸
問
討
誌
に
川
町
一
M
U鑓
議
機

T
2日
間
三
日
比

J

誘
致
に
つ
い
て
、
最
近
町
内
で
も
造
内
よ
る
と
、
番
の
州
工
業
地
帯
は
、
す
ベ
ミ
仁
川
議
緩
畿
繍
畿
祁
度
町
民
の
開
発
意
欲
と
そ
の
進
ん
だ
江

川
所
と
が
機
械
工
業
が
話
題
に
の
ぼ
っ
て
て
し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
に
よ
る
埋
立
て
に
百
一
一
二
じ
い
一
三
対
畿
鶴
川
霊
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

ハ
い
る
現
状
か
ら
同
造
船
所
を
中
心
に
視
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
住
一
山
一

ω川fh比
二
ぺ
線
離
織
機
繊
細
方
最
後
に

へ

察

研

一

修

し

た

も

の

。

宅

街

と

は

完

全

に

遊

離

さ

れ

て

い

る

た

岳

EMu-お
ふ
二
機
鱗
鱗
麟
抑
ち
ま
た
に
う
わ
き
さ
れ
て
い
る
造
船
九
九

)

〉

〉

〉

)

『

町

め

騒

音

振

動

5
2
5
1た
く

一

1
1
1
dマ
緩

纏

鐘

約

業

、

造

室

長

号

、

こ

れ

ら

に

対

V

造
船
所
視
察
研
修

-E

ぃ

JLIP-NJE議
機
織
騒
騒
す
る
公
害
行
政
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
た
J

(

(

(

(

〔

(

な

く

、

大

気

に

つ

い

て

も

物

の

燃

焼

過

三

三

ir--YAwphJALLTV
議
麓
盤

〉
レ
ン
タ
ル
ハ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
モ
ニ
程
が
な
い
た
め
に
問
題
と
は
な
ら
な
と
な

i
議
鱗
告
主
討
さ
弘
明

ン
!
一
行
問
十
七
日
午
後
一
時
半
に
に
さ
ら
に
水
質
に
つ
い
て
も
工
業
用

J

~

一岳山

h
r
v品
川
絞
り
が
議
盤
、
7

0

2

(

町
環
境
衛
生
係
長
。
平
田
)

な
ど
に
よ
る
も
の
と
息

わ
れ
ま
す
。

運
搬
す
る
車
の
方
に

ゴ
ミ
を
落
さ
な
い
よ
ス
ノ

荷
作
り
や
積
載
に
気
を

つ
け
て
運
搬
さ
れ
る
よ

う
周
知
し
て
く
だ
さ

、、。、uv

お
答
え
、
町
内
の
家
庭
用
の
ゴ
ミ

は
す
べ
て
町
が
処
理
業
者
に
委
託
し
て

処
理
さ
せ
て
お
り
ま
す
が
、
収
集
範
囲

の
関
係
か
ら
積
残
し
の
ゴ
ミ
が
生
じ
る

場
合
、
ど
う
し
て
も
無
理
を
し
て
積
過

ぎ
る
こ
と
が
時
折
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
ロ
ー
プ
で
落

ち
な
い
よ
う
に
縛
る
と
か
、
覆
い
を
か

け
る
よ
ラ
に
注
意
を
し
て
ま
ま
し
た
が

今
回
の
御
注
告
を
機
会
に
、
積
過
ぎ
に

な
る
よ
う
な
場
合
は
規
定
の
ジ

i
卜
を

覆
わ
せ
る
よ
う
義
務
づ
け
ま
し
た
。

な
お
、
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
長
な
さ
ん

も
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な
ど

に
よ
る
ゴ
ミ
出
し
は
、
し
っ
か
り
し
た

荷
造
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
焼
却
場
や
捨
場
へ
直
接
運
搬

す
る
関
係
業
者
に
は
、
有
線
放
送
な
ど

に
よ
り
周
知
徹
底
し
ま
す
。

土地C-;;:MJを売買するときは

4週間前までに届出を

afi 

時
開
均

国
民
肘

愛
媛
県
で
は
、
自
然

を
保
護
し
環
境
の
保
全

を
は
か
る
と
と
も
に
、

土
地
利
用
の
適
正
を
は

か
る
日
的
で
「
愛
媛
県

土
地
取
引
き
に
関
す
る

指
導
要
綱
」
を
制
定
し

て
、
今
年
の
十
月
十
二

日
か
ら
施
行
し
て
い
ま

す。
こ
れ
は
一
口
に
説
明

し
ま
す
と
、
一
か
以
上

の
土
地
を
売
買
す
る
人

は
、
契
約
を
結
ぶ
凶
週

間
前
ま
で
に
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ば
、
将
来
そ
の
土
地
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
許
可
や
認
可
が
受
け

に
く
く
な
り
、
土
地
は
買
っ
た
が
利
用

は
で
き
な
い
と
い
う
結
果
が
生
ず
る
と

い
う
も
の
で
す
。

土
地
を
買
お
う
か
、
売
ろ
う
か
と
さ

れ
る
と
を
は
、
事
前
に
役
場
の
係
(
商

工
課
)
へ
御
相
談
く
だ
さ
い
。



長浜大橋工事選む(写真は11月10日現在)畏浜からのピーヤは完成，現在は沖浦側からのピ

と
住
う

ブ
が
そ

ラ
員
大

ク
会
'

ズ
S
り

ン
1
刈

オ
V
草
う

イ
校
の
な

ラ
高
園
こ

浜
浜
公
お

長
長
吉
じ

口一戸，b
 日の浦地区が菊花展を開催

(自の浦集会所で)
30日…・目今坊，

独居老人家庭30戸にホームサイレン
っく(写真は長浜18区上浦さん方〉

こ
よ
みb 

正遺

品

こ
の
欄
は
別
記
レ
ポ
ー
ト
以
外
の
も
の
を
日
に

ち
順
に
簡
単
に
報
告
し
た
も
の
。
保
健
衛
生
事
業

は
省
く
。

1
日
:
・
青
島
地
区
敬
老
会
お
こ
な

う
。
対
象
者
四
十
七
人
全
員
出
席

2
日
・
長
浜
町
教
育
委
員
会
開
く
。

委
員
長
及
び
副
委
員
長
を
選
任
す
る
と

と
も
に
、
修
学
旅
行
実
施
要
領
の
一
部

改
正
、
長
浜
町
小
園
中
学
校
運
営
管
理

要
領
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
各
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
。

5
日
:
長
浜
中
学
校
P
T
A
役
員
約

三
十
人
が
北
条
市
の
給
食
セ
ジ
タ
ー
を

視
察
。4

日
・
①
桐
生
婦
人
学
級
開
く
。
三

十
人
出
席
。
開
講
式
と
、
よ
い
母
親
に

な
る
た
め
に
つ
い
て
学
習
お
こ
な
う

②
老
人
ク
ラ
ブ
幹
部
研
修
旅
行
お
こ
な

う
。
四
十
人
参
加
。
宇
和
島
方
面
へ

③
白
滝
生
活
学
校
聞
く
。
二
十
四
人
出

席
。
化
学
繊
維
と
加
工
に
つ
い
て
学

羽
目
。

5
日
・
:
①
青
年
大
学
開
く
。
青
年
大

学
生
五
十
五
人
の
う
ち
二
十
五
人
出

席
。
国
際
情
勢
に
つ
い
て
学
習
②
民
生

委
員
十
月
定
例
会
開
き
、
共
同
募
金
の

推
進
、
敬
老
の
家
に
つ
い
て
な
ど
協
議

③
長
浜
町
民
生
委
員
と
県
事
務
所
職
員

と
の
懇
談
会
開
き
、
老
人
な
ど
社
会
的

ア
め
た
す
オ
さ

ボ
た
。
送
の
付

サ
の
用
陸
こ
寄

和
港
使
は
'
ヘ

昭
入
初
送
め
町

に
船
又
輸
た
は

頭
送
ン
油
る
ス

ふ
輸
エ
の
な
ン

海
油
ク
後
に
ヱ

晴
重
ル
今
と
フ
。

一
用
イ
し
こ
ル
た

一
社
オ
だ
る
イ
れ

ロ凶E
，v 

ηノ』

に
立
場
の
弱
い
人
た
ち
に

対
す
る
福
祉
に
つ
い
て
懇

談。
6
日
・
長
浜
公
民
館
沖

浦
分
館
の
役
職
員
研
修
会

開
く
公
民
館
が
果
す
べ
き

役
割
の
諸
問
題
に
つ
い
て

研
修
。日

日
①
今
坊
地
区
部

落
公
民
館
長
研
修
会
開
く

公
民
館
活
動
に
つ
い
て
生

涯
教
育
に
つ
い
て
な
ど
研
修
②
喜
多
灘

婦
人
学
級
聞
く
。
二
十
人
出
席
。
ミ
カ

ジ
農
家
の
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
学
習

③
今
坊
、
日
の
浦
地
区
婦
人
学
級
開

く
。
十
六
人
出
席
。
お
祭
り
用
の
料
理

講
習
お
こ
な
う
。

竹
田
:
役
場
農
林
水
産
課
職
員
と
地

域
の
評
価
員
と
で
、
町
内
各
地
区
の
稲

の
抜
き
取
り
調
査
お
こ
な
う
。

位
日
・
①
出
海
沖
と
長
浜
沖
に
設
置

す
る
漁
礁
投
入
事
業
の
入
札
お
こ
な
う

②
長
浜
公
民
館
の
部
落
館
長
会
開
会
、
、

長
浜
地
区
町
民
運
動
会
に
つ
い
て
協
議

③
豊
茂
婦
人
学
級
聞
く
。
十
人
出
席
。

貧
向
予
防
の
料
理
講
習
、
予
防
接
種
の

効
果
、
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習

お
こ
な
う
④
櫛
生
公
民
館
役
職
員
研
修

会
開
く
。
二
十
二
人
出
席
。
公
民
館
が

果
す
べ
き
役
割
の
諸
問
題
に
つ
い
て
討

議
⑤
白
滝
地
区
合
同
老
人
ク
ラ
プ
定
例

学
級
開
く
o

三
十
二
人
出
席
。
体
操
や

話
し
合
い
な
ど
お
こ
な
う
。

M
日
:
・
①
白
滝
商
庖
街
の
人
、
白
滝

地
区
の
町
役
場
職
員
及
び
町
商
工
課
員

ら
約
七
十
人
が
、
白
滝
(
滝
)
の
大
そ

う
じ
ゃ
施
設
の
補
修
な
ど
お
こ
な
う
②

観
光
協
会
白
滝
支
部
総
会
開
く
。

旬
日
:
・
白
滝
地
区
敬
老
会
お
こ
な

う
。
対
象
者
百
六
十
七
人
の
ラ
ち
百
四

人
出
席
(
出
席
率
六
二
軒
)
。

仏
日
・
・
・
中
小
企
業
融
資
審
査
会
開
き

融
資
申
請
の
あ
っ
た
一
件
を
審
査
す
る

と
と
も
に
融
資
を
決
定
。

相
旧
日
・
・
・
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
開
く
。

老
人
学
級
を
十
二
月
中
旬
に
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
先
に
開

か
れ
た
幹
部
研
修
会
や
老
人
大
学
大
洲

教
室
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
出
席
し

て
の
反
省
な
ど
お
こ
な
ろ
o

叩

υ
日
・
①
長
浜
商
庖
街
近
代
化
特
別

委
員
会
開
き
、

vv
ヨ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
建
設
に
つ
い
て
協
議
③
長
浜
町
農

業
委
員
会
聞
く
o

加
日
・
①
青
年
大
学
開
く
。
学
級
生

一
九
十
五
人
の
う
ち
二
十
人
出
席
。
趣
味

に
つ
い
て
学
習
②
今
坊
の
大
谷
口
。
人
(
寸

坊
浜
婦
人
学
級
開
く
。
十
四
人
出
席
。

お
せ
ち
料
理
の
講
習
お
こ
な
う
。

お
日
・
①
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

開
く
②
金
山
出
石
寺
の
観
光
開
発
に
つ

い
て
、
関
係
市
町
村
検
討
会
開
く
。
出

石
寺
で

O

H
E
-
①
町
体
育
館
(
中
央
公
民

館
)
を
も
っ
と
使
用
し
や
す
く
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て

意
見
を
聞
く
会
聞
く
②
茨
木
県
三
戸
管

内
教
育
委
員
会
の
一
行
約
二
十
人
が
長

浜
中
学
校
を
視
察
。

お
日
・
・
長
浜
有
線
放
送
自
動
交
換
所

建
設
工
事
の
入
札
お
こ
な
っ
た
が
落
札

者
な
し
の
た
め
長
低
額
入
札
者
で
あ
っ

た
長
浜
の
徳
山
建
設
と
協
議
の
結
果
、

話
し
合
い
つ
く
。

お
日
・
・
長
浜
町
母
子
会
白
滝
分
会
の

集
い
開
く
。
約
四
十
人
出
席
。

四
日
・
・
①
長
浜
幼
児
学
級
開
く
。
十

五
人
出
席
。
幼
児
の
食
事
の
つ
く
り
方

実
習
お
こ
な
う
②
住
宅
改
修
資
金
貸
付

審
査
会
聞
き
、
貸
付
申
請
の
あ
っ
た
卜

二
件
を
審
査
。

引
日
・
'
・
①
長
浜
公
民
館
の
部
落
公
民

館
長
会
開
き
、
長
浜
地
区
の
町
民
運
動

会
に
つ
い
て
協
議
。

そ
の
他
・
①
十
月
の
心
配
と
と
相
談

所
利
用
者
数
三
人
③
各
地
区
ご
と
に
納

税
組
合
長
会
開
く
③
各
地
区
で
住
宅
用

地
申
告
指
導
お
こ
な
う
④
各
地
区
で
体

育
大
会
お
こ
な
う
(
長
浜
地
区
は
十
一

月
)
⑤
各
地
区
で
地
方
祭
お
こ
な
う
。



ま
た
、
同
氏
は
、
戸
籍
事
務
に
功
績

が
あ
っ
た
こ
と
で
も
、
去
る
十
月
八
日

松
山
地
方
法
務
局
長
か
ら
表
彰
。

大
本
収
納
係
長

現
在
長
浜
町
役
場
税
務
課
収
納
係
長

で
あ
る
大
本
宗
一
さ
ん
(
四
二
一
)
は
、

県
民
税
徴
収
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
去
る
十
一
月
一
日
、
県
知
事
か

ら
表
彰
。

橋
本
ア
ナ

N
Y
H
、
長
浜
町
有
線
放
送
電
話
の

橋
本
真
弓
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
(
二
一
)
は

去
る
十
月
三
十
、
三
十
一
日
、
松
山
市

で
聞
か
れ
た
愛
媛
県
有
線
放
送
ア
ナ
ク

シ
ス
コ
ジ
ク
ー
ル
で
昨
年
に
引
続
ま
優

秀
賞
(
第
二
位
)
に
入
賞
し
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

表

彰
卒
業
や
や

小

酉

歳

幸

さ

ん

宮
本
幹
之
進
さ
ん

長

浜

中

学

校

柴
の
小
西
歳
幸
さ
ん
(
五
二
)
は
、
里

親
(
身
寄
り
の
な
い
子
の
親
代
わ
り
に

な
る
こ
と
)
功
労
に
よ
り
、
去
る
十
月

二
十
六
日
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
か

ら
、
ま
た
、
長
浜
三
十
三
区
の
宮
本
幹

之
進
さ
ん
(
七

O
)
と
、
長
浜
中
学
校
は
、

共
同
募
金
運
動
に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
同
日
県
知
事
か
ら
表
彰
。

大

本

春

明

さ

ん

豊
茂
の
大
本
春
明
さ
ん
(
五
二
)
は

永
年
P
T
A
活
動
に
功
労
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
全
国
P
T
A
会
長
か
ら
表

釘彰。

ψ 
婚
話
澗

白

浜

川

河
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分

結
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住
所
氏
名
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婚
姻
居
時
年
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7
『
櫛
生
久
保
田
信
義
(
二
四
)

わ
¥
戸
櫛
生
石
内
愛
子
(
一
二
二
)

7
『
東
京
都
竹
村
和
弘
(
二
五
〉

ハ
¥
〆
長
浜
鶴
崎
コ
ヨ

ν
(二
八
)

?
『
下
須
戒
上
回
一
二
好
(
二
九
)

円
¥
戸
野
村
町
三
瀬
元
宮
山
(
二
五
)

7
『

白

滝

瀧

内

仁

(

二

五

)

戸
¥
戸
八
幡
浜
市
那
須
邦
子
(
二
四
)

7
-
長
浜
菊
地
秀
雄
(
二
一

O
)

戸
¥
戸
大
洲
市
東
ト
ヨ
コ
(
二
六
)

7
亡
]
定
浜
松
本
博
志
(
二
三
)

「
¥
〕
五
十
崎
町
大
野
多
喜
子
会
一
六
)

7
」
出
海
河
地
徹
次
郎
(
一
二
二
)

日
〕
島
根
県
山
本
喜
美
枝
(
二
二
)

7
一

柴

吉

本

義

雄

(

六

二

)

門
¥
〕
伊
予
橋
本
タ
キ
エ
(
五
三
)

三
島
市

お
誕
生
お
め
で
と
う
刀

田浜浜浜浜浜久所

櫛

生

下
須
戒

下
須
戒

上
老
松

豊

茂

白

滝

上菊松宮下酒
満地田岡田井

治良彦春峯悦
雄武士利生男

お
く
や
み

旬
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所
氏
名
@
死
亡
時
年
齢

久
亀
岡
張
桁
(
三
四
)

久
渡
漫
マ
サ
子
(
五
八
)

浜
坂
本
照
子
会
一
九
)

浜
村
上
茂
美
(
五
六
)

浜
増
田
啓
太
郎
(
八
六
)

島
亀
井
リ
ツ
(
七
四
)

島

中

川

ヨ

ν
エ
(
七
八
)

坊

橋

両

政

好

(

二

O
)

沢
潔
井
リ
ツ
(
八
五
)

沢

石

本

鈴

子

会

一

4
0

生

山

中

久

芳

(

七

O
〉

積
菊
地
図
太
郎
(
六
六
)

滝
門
田
五
鈴
(
五
九
)

白穂、櫛須須今青青長長長仁仁住

長
男

長
男

長
男

長
女

長
女

二
女

昌 利敏
美香恵晃智靖

諮
問
問
記
録
計
二
基
、
同
測
定
器
及
び
記
録

ぞ

霊

T
F

計
設
置
用
プ
レ
ハ
ブ
建
屋
二
棟
、
そ

ι

o

下
須
戒
の
他
電
源
設
備
二
か
所
分
(
合
計
額

設

'

の

小

泉

五

百

十

四

万

円

)

と

、

オ

イ

ル

ブ

エ

U
酔

周

さ

ん

ン

ス

三

百

M
(六
十
九
万
円
)
を
町

4

1

c

t

(

五

七

)

へ

。

こ

議

目

・

卓

上

O
豊
茂
の
大
本
春
明
さ
ん
(
五
二
)
・
'

増

田

晴

茂

さ

ん

『

つ

ぷ

電

子

計

電

子

時

計

二

個

を

長

浜

中

学

校

へ

。

乙4

算
機

O
長
浜
(
十
六
区
)
の
小
西
誠
喜
さ
ん

山

下

一

仁

さ

ん

、

有

(

一

台

(

四

一

)

・

:

湯

飲

み

五

百

個

を

長

浜

さ

浩

一

一

一

一

諸

点

許

諾

耕

一

日

合

一

万

一

一

中

学

校

へ

Q

功

労

が

あ

っ

た

こ

と

に

よ

り

、

十

月

八

や

千

八

百

O
青
島
の
亀
井
幸
さ
ん
(
六

O
)
:
・現

旦
県
知
事
か
ら
、
ま
た
、
長
浜
町
役
場
円
)
と
ア
ダ
プ
タ
ー
(
一
台
二
千
円
)
金
二
万
二
千
円
を
長
浜
町
社
会
福
祉

職

員

で

あ

る

。

三

十

三

区

の

山

下

一

仁

を

長

浜

、

沖

浦

、

櫛

生

、

出

海

、

大

協

議

会

へ

叩

月

届

出

分

(

敬

称

略

)

さ
ん
(
三
=
ロ
は
、
長
年
統
計
調
査
に
和
、
白
滝
の
各
保
育
所
へ
一
台
ず
つ

O
長
浜
町
連
合
背
任
団
・
・
劇
団
、
新
制
住
保
護
者
氏
名
続
柄
児
名

問
向
叫
ん
功
績
で
県
統
計
協
会
会
長
か
ら
ま
た
、
書
類
整
理
箱
(
一
個
三
千
五
作
座
長
浜
公
演
で
の
収
益
金
か
ら
、
仁
友
田
逸
朗
長
男
哲
也

i
z

宇

都

宮

住

民

係

長

百

円

)

を

豊

茂

と

喜

多

灘

保

育

所

へ

現

金

一

万

円

を

長

浜

町

社

会

福

祉

協

長

山

下

図

康

長

男

憲

太

郎

現

在

長

浜

町

役

場

住

民

係

長

の

宇

都

一

個

ず

っ

。

議

会

へ

。

長

九

鬼

伸

夫

長

男

克

紀

宮
寛
さ
ん
(
五
五
)
は
、
厚
生
省
所
管

O
上
老
松
の
岡
本
亀
格
さ
ん
(
一
二
九

)

O

長

浜

の

西

村

護

さ

ん

(

五

八

)

・

長

水

本

登

喜

雄

二

女

五

由

里

の
統
計
関
係
事
務
に
功
労
が
あ
っ
た
と
:
・
桜
の
苗
木
十
本
を
大
和
保
育
所
へ
「
心
配
ご
と
相
談
所
用
に
・
」
と
、
長
門
川
和
雄
長
女
真
弓

と
に
よ
り
、
去
る
十
月
二
十
五
日
、
厚

O
昭
和
サ
ボ
ア
株
式
会
社
:
-
大
気
汚
染
中
古
の
白
黒
テ
レ
ピ
一
台
を
長
浜
町
長
朝
日
満
邦
コ
一
男
大
平

生

大

臣

か

ら

表

彰

。

自

動

測

定

器

二

基

、

自

動

風

向

風

速

社

会

福

祉

協

議

会

へ

。

黒

三

浦

勝

美

長

男

勝

義

と

て

う

い

き

の

あ

も

ま

が

こ

に

う

る

も

ん

る

と

し

混

A
と

を

o

し

わ

つ

め

よ

と

に

迎

U
出

こ

は

を

も

で

た

て

る

の

大

ら

め

に

ほ

あ

通

も

の

る

'

車

る

と

は

に

じ

み

え

聞

を

わ

く

は

ね

通

う

性

し

た

す

身

寛

も

始

っ

と

で

疎

の

ね

れ

て

拍

あ

期

月

と

け

て

ま

人

年

か

口

よ

分

ん

融

い

特

こ

応

張

自

か

て

り

く

え

う

士

山

る

ん

わ

つ

に

も

時

の

ど

の

し

て

な

い

う

出

が

名

ほ

て

と

の

起

一

主

分

と

し

お

理

ま

よ

意

れ

ほ

恩

な

乱

で

る

)

き

ね

を

た

う

し

ろ

円

ば

義

'

し

ょ

人

を

と

に

自

ん

か

と

の

て

る

か

ら

と

と

く

混

ち

す

す

で

ん

方

て

よ

新

あ

に

と

大

が

慮

せ

本

故

'

う

か

な

き

り

争

た

れ

と

げ

え

い

し

な

が

を

は

の

ほ

え

し

い

で

で

中

こ

こ

ぬ

考

に

日

事

し

ょ

と

を

を

か

斗

な

ら

一

た

ま

多

忙

う

り

り

し

り

と

考

そ

な

持

の

の

う

え

ら

を

い

は

通

べ

の

内

こ

遇

ま

法

う

じ

イ

ま

て

が

も

ょ

な

く

(

廻

え

な

。

し

気

も

論

い

ま

な

情

扱

れ

交

す

こ

身

そ

融

が

順

よ

感

テ

さ

た

と

心

の

に

く

走

の

ま

う

か

盾

た

な

議

と

て

ば

事

り

こ

傘

に

も

の

と

ら

ね

や

の

が

ニ

が

の

こ

も

こ

と

め

師

身

て

よ

い

矛

つ

ん

ろ

叫

た

れ

と

取

。

い

罰

で

分

る

す

ん

議

こ

錯

ユ

の

こ

る

物

と

こ

締

の

の

た

る

な

が

変

ど

ご

ほ

。

け

ろ

た

る

し

厳

誰

自

な

た

ほ

論

に

交

ミ

も

ば

よ

は

る

る

の

こ

れ

'

け

は

ね

れ

ら

近
U
U

る

な

い

し

あ

ら

は

は

て

に

ひ

う

法

分

の

コ

う

し

に

末

す

け

年

'

わ

て

つ

で

ん

ま

た

日

く

で

ろ

か

で

る

の

え

さ

と

と

よ

憲

多

ね

ム

い

ば

同

年

も

か

一

て

れ

い

を

う

ほ

生

え

人口世帯数

楽しく住みよい町・豊かで働きがいのある町

・美しい人情と文化の町ーをつくり，人口をふやしましょうの

i l11月1日現在|む瓦正瓦
14，119人 28人増 l 

l三!!(開放~_I_i~明)ト
世帯数! 日 75世帯 13世帯増
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